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整理№ 106 事 業 評 価 シ ー ト

実施計画事業名 交通安全対策推進事業 評価対象年度 平成 22 年度

評価担当部署 生活福祉部市民生活課 課長（主幹）名 副部長　白田　陽彦
総
合
計
画
体
系

分　野 3 環境・生活

政　策 1 安心して暮らせるまちづくり

施　策 2 交通安全対策を推進します

関連施策

現
状
と
課
題

交通事故発生件数は、年々減尐傾向にあるが自動車運転免許の保有率の増加やマイカー保有率の増加及び冬期間における
路面状況の悪化などに伴い、交通事故を引き起こす要因は常に身の周りにある。死亡事故ゼロを目指すためにも、交通安全対
策の推進にあたっては、街頭啓発をはじめ各年代に応じた事故防止対策が必要であり、特に子ども、高齢者などへの交通安全
教育や冬期間の交通安全の確保にも配慮する必要がある。（※平成20年4月施行　稚内市防犯及び交通に関する条例制定）

目
的

交通安全意識の高揚を図り、交通事故の根絶と死亡事故ゼロを目指し、安全で安心に暮らせること

５
ヶ
年
の

施
策
展
開

・稚内市交通安全推進委員会への補助金
・一般交通安全指導員に出動要請し、交通安全運動における街頭指導・啓発、各種行事における交通指導等、学校交通安全指
導員は登下校時の交通指導や交通安全運動における街頭啓発や交通安全指導その他交通安全運動の推進に務め、交通事故
防止に寄与する。
・対象者に応じた交通安全教育を推進し、交通安全意識の高揚を図るとともに、関係機関・団体との連携を強化し、市民ぐるみ
の交通安全運動などを展開し、交通事故の根絶をめざす。

成
果
指
標

名　称 単　位 21 年度

稚内市内での年間交通事故発生件数【死者数】 実績 78【3】

22 年度 25  年度

交通事故発生件数【死者数】 人 目標 ↓【0】 ↓【0】 ↓【0】

68【2】

活
動
指
標

名　称 単　位 21 年度 22 年度 25  年度

交通安全運動の啓発事業回数 回 目標 80 80 80

春夏秋冬の交通安全運動等の啓発事業回数 実績 64 60

青空教室及び講習会実施回数 回 目標 15 15 15

小学校等の青空教室をはじめとする交通安全教育実施回数 実績 15 16

交通安全指導員出動人数 人 目標 475 475 475

交通安全運動期間及び各種催事等の交通指導員出勤人数 実績 438 405

目標 - - -

実績

21 年度 22

直接事業費（Ａ） 千円 13,435 11,004

年度

0

道支出金 千円

23 年度
備　考

（決　算） （評価年度決算見込） （予　算）
単位

0 0 0

13,324 《23年度予算》
　～6月補正計上予定

国庫支出金 千円 0 0

一般財源 千円 13,435 11,004 13,324

0 0 0

起　債 千円

人件費（Ｂ） 千円 9,212 6,859 6,859

その他 千円 0 0 0

状
況
変
化

実施計画当初（平成21年～）からの状況変化

事
業
費
の
実
績

この事業にかかる職員数 人/年 1.33 1.01 1.01

計（Ａ＋Ｂ） 千円 22,647 17,863 20,183



【１次評価】

年 月 日

＜ｂ またはｃ の場合は、具体的な細事業名などを挙げ、問題点を記入する＞

成
 
 

果

成果指標の単年度の目標値は達成できたか（単年度の目標値がない場合は、長期的な目標値を達成できそうか予測）

ｂ 　 ａ　目標達成　　　ｂ　ほぼ目標どおり　　ｃ　目標達成できず（目標値と大きな差がある）
＜ｃ の場合は、なぜかを分析して記入する＞

 交通事故発生件数及び死者数は、前年より減尐しているが目標に達していなかったので「b」と判断。

　ａ　問題なし　　ｂ　検討の余地がある　　ｃ　早急な改善が必要
＜ｂ またはｃ の場合は、具体的な細事業名などを挙げ、問題点を記入する＞

＜Ａ～Ｃ判定を受けての今後の方針、問題点に対する改善策などを記入する＞

各細事業の進め方について、市民との協働、他団体等との役割分担の見直し、環境への配慮など、改善の必要性はないか

ｂ 　ａ　問題なし　　ｂ　検討の余地がある　　ｃ　早急な改善が必要

　交通指導員が高齢化や担い手不足により減尐している。

コ
ス
ト
効
率

無駄なコストが発生していないか、投入した予算や人員に見合った効果が得られているか

ａ 　ａ　問題なし　　ｂ　改善の余地がある
＜ｂ の場合は、具体的な細事業名などを挙げ、問題点を記入する＞

成　　果

細
事
業
の
構
成
・
進
め
方

細事業の改廃や新規細事業の必要性はないか

ａ

ａ 細事業の進め方 ｂ

総
合
評
価

Ｂ 見直しの検討が必要

4

 事業はほぼ計画通りに行われたが、交通事故｢死者数0」の目標達成を目指し、関係機関と一層連携を図り、市民
へ周知、啓発を行う。

【２次評価】

コスト効率 ａ

総
合
評
価

Ｂ 見直しの検討が必要
＜２次評価者の視点からコメントを記入する＞

１次評価のとおり取り進めること。

19

ｂ 細事業の構成

【内部評価委員会】

意
　
見

交通安全対策推進事業 最終更新日 平成 23


